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(57)【要約】
【課題】化粧品等を収納するようなノズルが高いチュー
ブ容器でも、確実に施蓋してノズルを密封することが可
能なワンタッチノズルキャップを提供する。
【解決手段】ヒンジ部３にて揺動自在な蓋部４を設ける
。この蓋部４にノズル２の先端外周に嵌合する嵌合部５
を設ける。嵌合部５の内側に突起部６を突設する。ノズ
ル２におけるヒンジ部３の位置に対向する位置に摺接す
る導入リブ７を形成する。導入リブ７が移動してノズル
２の先端開口部２Ａ内に突起部６が導入される。先端開
口部２Ａ内に導入された突起部６が先端開口部２Ａ封止
するように構成する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チューブ容器の口部に連結する連結部と、該連結部から先端方向に突出するノズルと、
連結部の側面に揺動自在に設けられたヒンジ部と、該ヒンジ部にて揺動自在に設けられノ
ズルを施蓋する蓋部と、該蓋部の内側面に形成され施蓋時にノズルの先端外側に嵌合する
嵌合部とを備えたワンタッチノズルキャップであって、
該嵌合部に、嵌合部の内側の空気を排出する空気排出口を形成し、
ノズルの先端開口部内に挿入して該開口部を封止する突起部と、ノズルの先端部周囲縁に
おけるヒンジ部の反対側の外側面に摺接する導入リブと、が蓋部の内側面に形成され、
蓋部施蓋時に、突起部がノズルの先端部に摺接すると共に、導入リブがノズルの先端部に
摺接するように構成したことを特徴とするワンタッチノズルキャップ。
【請求項２】
　前記蓋部施蓋時に、前記嵌合部を囲む飛散防止カバーを蓋部の内側に突設した請求項１
記載のワンタッチノズルキャップ。
【請求項３】
　前記導入リブの先端開口部内側面にテーパーが形成され、該テーパーに前記導入リブが
摺接すると共に、該テーパーと同じ角度のテーパーが前記導入リブの摺接面に形成され、
該テーパーが前記ノズルの先端部に摺接するように構成した請求項１記載のワンタッチノ
ズルキャップ。
【請求項４】
　前記嵌合部は、前記ノズルの両側を挟着する位置に対を成す嵌合部を配置し、これらの
嵌合部の間に前記空気排出口を形成した請求項１記載のワンタッチノズルキャップ。
【請求項５】
　前記ヒンジ部３は、前記ノズル２の基端部の高さに形成された請求項１記載のワンタッ
チノズルキャップ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に化粧品等を収容するチューブのようにノズルの先端が高いチューブ容器
でも確実に施蓋してノズルを密封することが可能なワンタッチノズルキャップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スクイズ可能な容器に粘液物を充填しノズルから絞り出す容器が使用されている
。この種の容器を施蓋するキャップには、スクリュータイプのキャップやワンタッチキャ
ップなどが使用されている。
【０００３】
　一般に、化粧品等を充填したチューブなどのスクイズ可能な容器で、容器の先端に高い
ノズルを備えているものではスクリューキャップが使用されている。すなわち、香料等を
添加した化粧品をチューブ容器に充填する場合、香料等が外に発散しないようにするため
、また、外気がチューブ容器に侵入しないようにするために、ノズルの先端部を高めに設
定し、このノズルの開口内部に挿入する突起を備えたスクリュータイプのキャップが使用
されている（特許文献１参照）。
【０００４】
　また、化粧品を抽出する際に、一定量を滴状にして絞り出す場合がある。この場合、細
くて長いノズル先端に滴状に排出する吐出孔が形成されている。そして、この吐出孔を止
栓するには、この吐出孔に差し込む止栓棒を備えたスクリュータイプのキャップが使用さ
れている（特許文献２参照）。
【０００５】
　一方、歯磨きなどを収容するチューブ容器では、片手での使用が容易なワンタッチキャ
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ップが使用されている（特許文献３参照）。このキャップは、ヒンジに連結されて開口部
をワンタッチで施蓋することができるもので、片手での操作が多い歯磨き等を収容するチ
ューブ容器に多く使用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－１１５０１号公報
【特許文献２】特表２０１７－５０４３７９号公報
【特許文献３】特開２０１１－８４２８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　スクリュータイプのキャップはキャップの開閉時に両手を使用する必要があり、ワンタ
ッチキャップは片手での使用が可能である。そこで、化粧品等を収納するチューブ容器に
もワンタッチキャップを使用すると、化粧品の使用も片手で行えるようになる。
【０００８】
　ところが、化粧品等を充填したチューブ容器のノズルには、このノズルの先端に挿入し
て密封力を高める突起が必要になっている。そのため、ワンタッチキャップにこの突起を
設けると、キャップが確実に閉まらなくなるおそれがあった。
【０００９】
　すなわち、従来のワンタッチキャップ１０の基本構成は、ノズル１２の先端開口部１２
Ａの外周に嵌合するリング状の嵌合部１５を蓋体１４の内側に備え、ヒンジ１３を支点に
して蓋体１４を揺動させるものである（図６参照）。そして、蓋体１４がほぼ水平位置に
なると、嵌合部１５がノズル１２の外周に嵌合する（図９参照）。
【００１０】
　ところが、化粧品容器のように先端が高いノズル１２では、蓋体１４が傾斜した状態で
嵌合部１５がノズル１２の先端部に当接して干渉することになる（図７参照）。また、仮
に干渉する嵌合部１５を除去したとしても、その場合は突起１６がノズル１２の先端部に
当接して干渉することになる（図８参照）。
【００１１】
　したがって、従来のワンタッチキャップ１０にノズル１２の開口部に挿入する突起１６
を設けた場合、嵌合部１５や突起部１６がノズル１２に干渉するため、これらの干渉部分
が変形し、破損してしまうことが分かった。このように突起１６やノズル１２の先端開口
部１２Ａに変形や破損が生じると、ノズル１２を密封することができず、香料等が外に発
散するのみならず、内容物が漏れ出る虞もあった（図８参照）。
【００１２】
　また、従来のワンタッチキャップ１０に突起部１６を形成すると、ノズル１２の先端部
内に突起１６が挿入され、リング状の嵌合部１５がノズル１２の先端部外周に嵌合する構
成になる。そのため、リング状の嵌合部１５と突起１６との間に空気や内容物が溜まり易
くなる。この結果、これらの空気や内容物がクッションになって蓋体１４が完全に閉まら
ずに、蓋部１４と連結部１１との間に間隙４Ａが生じる不都合も生じた（図９参照）。
【００１３】
　しかも、突起１６をノズル１２の先端部内に挿入すると、突起１６と嵌合部１５との間
に残った内容物が空気と共に嵌合部１５の隙間から蓋体１４内やノズル１２の周辺に飛び
散ってしまうことも判明した（図９参照）。特に、化粧品を充填したチューブ容器Ｐなど
は、僅かな内容物でもノズル１２周辺に飛散すると商品イメージに悪影響を与えるおそれ
がある。
【００１４】
　そこで本発明は、上述の課題を解消すべく創出されたもので、ノズル先端が高いチュー
ブ容器でも確実に施蓋してノズルを密封することが可能なワンタッチノズルキャップの提
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供を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上述の課題を解決すべく本発明の第１の手段は、チューブ容器Ｐの口部Ｐ１に連結する
連結部１と、該連結部１から先端方向に突出するノズル２と、連結部１の側面に揺動自在
に設けられたヒンジ部３と、該ヒンジ部３にて揺動自在に設けられノズル２を施蓋する蓋
部４と、該蓋部４の内側面に形成され施蓋時にノズル２の先端外側に嵌合する嵌合部５と
を備えたワンタッチノズルキャップであって、該嵌合部５に、嵌合部５の内側の空気を排
出する空気排出口５Ａを形成し、ノズル２の先端開口部２Ａ内に挿入して該開口部２Ａを
封止する突起部６と、ノズル２の先端部周囲縁におけるヒンジ部３の反対側の外側面に摺
接する導入リブ７と、が蓋部４の内側面に形成され、蓋部４施蓋時に、突起部６がノズル
２の先端部に摺接すると共に、導入リブ７がノズル２の先端部に摺接するように構成した
ことにある。
【００１６】
　第２の手段において、前記蓋部４施蓋時に、前記嵌合部５を囲む飛散防止カバー８を蓋
部４の内側に突設したものである。
【００１７】
　第３の手段は、前記導入リブ７の先端開口部２Ａ内側面にテーパー７Ａが形成され、該
テーパー７Ａに前記導入リブ７が摺接すると共に、該テーパーと同じ角度のテーパー２Ｂ
が前記導入リブ７の摺接面に形成され、該テーパー２Ｂが前記ノズル２の先端部に摺接す
るように構成している。
【００１８】
　第４の手段の前記嵌合部５は、前記ノズル２の両側を挟着する位置に対を成す嵌合部５
を配置し、これらの嵌合部５の間に前記空気排出口５Ａを形成したものである。
【００１９】
　第５の手段の前記ヒンジ部３は、前記ノズル２の基端部の高さに形成されたことにある
。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の請求項１のごとく、蓋部４を施蓋するときに、導入リブ７がノズル２の先端部
に摺接して移動すると共に、突起部６がノズル２の先端開口部２Ａ内に導入されるように
構成したことにより、突起や開口部に変形や破損が生じることなく、ノズル２の先端開口
部２Ａを突起部６で密封しながら嵌合部５の嵌合が可能になった。この結果、ワンタッチ
キャップの構造において、ノズルが高いチューブ容器でも、確実に施蓋することができ、
化粧品等を収納するチューブ容器を片手で開閉使用することが可能になった。
【００２１】
　しかも、嵌合部５に、嵌合部５の内側の空気を排出する空気排出口５Ａを形成している
ので、蓋部４の開閉が容易になる。また、嵌合部５と突起部６との間に空気が溜まって圧
縮されることがなくなるので、嵌合部５と突起部６との間に残った内容物が圧縮された空
気と共に広く飛散するのを防止できる。
【００２２】
　請求項２のごとく、前記嵌合部５を囲む飛散防止カバー８を蓋部４の内側に突設してい
るので、嵌合部５と突起部６との間から残留物がわずかに飛び散ったとしても、この飛散
防止カバー８で確実に飛散物を捕捉することができる。したがって、飛散した内容物でノ
ズル周辺が汚れて商品イメージを損なうようなおそれもない。
【００２３】
　請求項３のように、前記導入リブ７の先端開口部２Ａ内側面にテーパー７Ａが形成され
、該テーパー７Ａに前記導入リブ７が摺接すると共に、該テーパーと同じ角度のテーパー
２Ｂが前記導入リブ７の摺接面に形成され、該テーパー２Ｂが前記ノズル２の先端部に摺
接するように構成したことで、ノズルがより高いチューブ容器でもノズル２の先端部を変
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形させることなく突起部６を先端開口部２Ａ内に確実に導入することができる。
【００２４】
　請求項４のように、前記嵌合部５は、前記ノズル２の両側を挟着する位置に対を成す嵌
合部５を配置し、これらの嵌合部５の間に前記空気排出口５Ａを形成したものであるから
、施蓋時において嵌合部５と突起部６との間に空気が溜まって圧縮されることがなくなっ
た。この結果、蓋部４の施蓋作業が容易になり、しかも、ノズル２の先端部に内容物が残
留していても、施蓋時に飛散する量が著しく軽減される。
【００２５】
　請求項５のごとく、ヒンジ部３をノズル２の基端部の高さに形成することで、従来のワ
ンタッチノズルキャップと同様の構成になる。この結果、特に、ヒンジの位置を高くする
などの目立った位置の変更をする必要もない。
【００２６】
　このように、本発明によると、化粧品等を収納するノズル先端が高いチューブ容器でも
、ワンタッチキャップで確実に施蓋することが可能になるなどといった産業上有益な種々
の効果を奏するものである。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の蓋部を開いた状態の斜視図である。
【図２】図１の状態を示す側断面図である。
【図３】突起部を先端開口部に挿入する前の状態を示す断面図である。
【図４】突起部を先端開口部に挿入している状態を示す断面図である。
【図５】突起部を先端開口部に挿入した状態を示す断面図である。
【図６】従来のキャップに突起部を設けた状態を示す斜視図である。
【図７】従来のキャップの嵌合部がノズルに干渉する状態を示す側断面図である。
【図８】従来のキャップに設けた突起部がノズルに干渉する状態を示す側断面図である。
【図９】従来のキャップの嵌合部に空気が溜まった状態を示す側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。本発明キャップは、特に化粧品等を充填するチ
ューブ容器に使用可能なワンタッチノズルキャップに関するものである。
【００２９】
　このワンタッチノズルキャップとは、片手での開閉が可能なキャップであり、次のよう
な構成を備えている。すなわち、チューブ容器Ｐの口部Ｐ１に連結する連結部１と、該連
結部１から先端方向に突出するノズル２と、連結部１の側面に揺動自在に設けられたヒン
ジ部３と、該ヒンジ部３にて揺動自在に設けられた蓋部４と、該蓋部４の内側面に形成さ
れノズル２の先端外側に嵌合する嵌合部５とを備えたキャップである（図１、図２参照）
。また、本発明でチューブ容器とは、スクイズ可能な容器全般を指し、チューブの他スク
イズ性のあるボトルなども含む容器とするものである。
【００３０】
　化粧品等を収容するチューブ容器は、主にノズル２の高さが比較的高いチューブ容器Ｐ
が使用されている。例えば、ヒンジ部３をノズル２の基端部の高さに形成し、ノズル２先
端の高さとノズル２基端部の胴径との比が２：１程度になるチューブ容器Ｐなどである。
本発明キャップは、このようなノズル２の高さが比較的高いチューブ容器Ｐを確実に施蓋
することができる。
【００３１】
　本発明の主要構成は、このワンタッチノズルキャップの嵌合部５に空気排出口５Ａを形
成し、新たな構成として、ノズル２の先端開口部２Ａを封止する突起部６と、ノズル２の
先端部周囲縁に摺接する導入リブ７とを備えた構成である。
【００３２】
　空気排出口５Ａは、嵌合部５の一部を開放して嵌合部５の内側の空気を排出するように
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形成した部位である。すなわち、従来のワンタッチノズルキャップに形成された嵌合部は
ノズル２の先端外周に嵌合するリング状を成しているが、本発明ではこの嵌合部５に空気
排出口５Ａを形成し、嵌合部５の内側に溜まった空気が圧縮されないように設けている。
【００３３】
　図示例では、ノズル２の両側を挟着する位置に対を成す嵌合部５を配置し、これらの嵌
合部５の間に空気排出口５Ａを形成している。キャップ施蓋時に、この空気排出口５Ａか
ら空気を排出すると、嵌合部５の内側に空気が溜まることがなくなるので、ノズル２の先
端部周囲に残留物が付着している場合でも、圧縮された空気と共に広く拡散するのを防止
している。
【００３４】
　さらに、嵌合部５を囲む飛散防止カバーを蓋部４の内側に突設することで、蓋部４圧着
時に、わずかな飛散物が発生した場合でもこの飛散物を確実に捕捉することができる。
【００３５】
　突起部６は、ノズル２の先端開口部２Ａ内に挿入する部材で、開口部２Ａを封止する。
この突起部６は蓋部４の内側面に形成され、蓋部４施蓋時にノズル２の先端部に摺接しな
がら移動して先端開口部２Ａを封止する。この場合、突起部６がノズル２の先端部に強く
当たると、突起部６やノズル２が傷付いてしまう。そのため、この摺接時の圧力を軽減す
るために、導入リブ７を配置している。
【００３６】
　この導入リブ７も蓋部４の内側面に形成されており、前述の突起部６がノズル２の先端
部に摺接するときに、この導入リブ７も同時にノズル２の先端部に摺接することで、突起
部６からノズル２に加わる接触圧力を軽減させる作用がある。したがって、この導入リブ
７の位置は、ノズル２の先端部周囲縁におけるヒンジ部３の反対側の外側面に摺接するよ
うに配置している。
【００３７】
　蓋部４を施蓋する際は、まず、突起部６がノズル２の先端部に摺接すると同時に、導入
リブ７がノズル２の先端開口部２Ａ外側面に摺接する。さらに蓋部４を閉じて行くと、突
起部６からノズル２へ加わる接触圧力を軽減しながら、この突起部６を先端開口部２Ａ内
にスムーズに導入することになる。
【００３８】
　図示例では、導入リブ７の摺接面にテーパー７Ａが形成され、このテーパー７Ａに沿っ
て導入リブ７がノズル２の先端に摺接する。一方、ノズル２の先端開口部２Ａにもテーパ
ー２Ｂが形成されている。そして、これら両方のテーパー７Ａ、テーパー２Ｂの角度を同
じ角度に設定することで、ノズルがより高いチューブ容器でも突起部６の導入が可能にな
る。
【００３９】
　尚、本発明は特にノズルがより高いチューブ容器Ｐに基づいて説明しているが、従来の
ワンタッチノズルキャップが使用されるノズルが低いチューブ容器Ｐに使用することも可
能である。また、本発明の構成は図示例に限定されるものではなく、嵌合部５、突起部６
、導入リブ７、飛散防止カバー８等の各構成は、本発明の主旨を変更しない範囲で任意に
変更することができる。
【符号の説明】
【００４０】
Ｐ　チューブ容器
Ｐ１　口部
Ｓ　飛散物
１　連結部
２　ノズル
２Ａ　先端開口部
２Ｂ　テーパー
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３　ヒンジ部
４　蓋部
４Ａ　間隙
５　嵌合部
５Ａ　空気排出口
６　突起部
７　導入リブ
７Ａ　テーパー
８　飛散防止カバー
１０　従来のキャップ
１１　連結部
１２　ノズル
１３　ヒンジ部
１４　蓋部
１５　嵌合部
１６　突起部
 

【図１】 【図２】
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